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トピックス 
 
『ふくしまから はじめよう。「食」と「ふるさと」新生運動』県中地方推進本
部会議を開催しました。 

【企画部】 

平成２９年６月２１日（水）、福島県農業総合センター 多目的ホールにお

いて、「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』新生運動」県中地方

推進本部会議を開催しました。  

県中地方推進本部では、県中地方の農林水産業の復興と再生に向けて、平成

２５年度より「食の安全・安心」、「生産再生」、「風評払拭・消費拡大」、

「情報発信」の４つの運動を柱として、様々な活動を展開しています。  

会議では、生産から流通・消費に至る関係団体や市町村、県の関係機関など

が出席し、平成２８度事業実績及び平成２９年度事業計画について説明いただ

きました。 

また、意見交換会のテーマを「新たな風評払拭への取組みについて」と題し

て、県が取り組む事業について紹介した後に、構成員の方々から、様々な意見

をいただきました。 

復興・創生期間も２年目となりますが、新生運動をさらに活発化させていき

ますので、皆様の御理解と御協力をお願いいたします。  

ふくしまから はじめよう。「食」と「ふるさと」新生運動ニュース 
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●トピックス 

 ・『ふくしまから はじめよう。「食」と「ふるさと」新生運動』県中地方推進本部

会議を開催しました。 

 ・生産振興会議（コア会議）を開催して、きゅうりの生産拡大を進めています。 

 ・新規参入の農業者向けの「稲作塾」を始めました。 

 ・田んぼの学校『生き物調査』を開催しました。 

 ・「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン県産農産物ＰＲ（第１回）を

開催しました。 

 ・「平成２９年度県中地方ＧＡＰ研修会」を開催しました。 

・郡山農業普及推進懇談会を開催しました。 

 ・平成２９年度田村地方農業普及推進懇談会を開催しました。 

 ・法人の「絆」で拓く！ふくしま未来農業創出事業の取組を支援しています。  

 ・「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン県産農産物ＰＲ（第２回）を

開催しました。 

 ・第１回全国さるなし（こくわ）サミット in 玉川村が開催されました。 

●お知らせ 

・石川地方グリーン・ツーリズム推進協議会（仮称）の会員を募集しています。 

・「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンを実施しています。 
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県中地方推進本部会議の様子 
 
 

生産振興会議（コア会議）を開催して、きゅうりの生産拡大を進めています。 

 
【須賀川農業普及所】 

「新たなふくしまの未来を拓く園芸振興プロジェクト（後期）」を受けて策

定したきゅうりの園芸産地復興計画の目標達成に向けて、関係機関・団体の役

割分担と行動計画に基づく生産振興を進めていくため、当普及所では５月から

ＪＡと連携して「きゅうり生産振興会議（通称 コア会議）」を毎月開催して

います。 

今後、同会議にて重点推進事項としたきゅうりの施設化推進（雨よけ栽培、

防虫ネット被覆栽培）を始めとした生産振興や、産地で問題となっているネコ

ブセンチュウ対策等の課題解決に取り組んでおります。 

施設化（雨よけ栽培）の推進     ネコブセンチュウ対策の堀獲り調査 

 

 

新規参入の農業者向けの「稲作塾」を始めました。 

 

【須賀川農業普及所】 

当普及所では、就農して間もない稲作農業者の資質向上と仲間づくりを目的

に、稲作技術の基本を学ぶ「第１回稲作塾」を６月１３日（火）に開催しまし

た。当日の参加は９名であり、当普及所の担当者の講義に対して、受講者から
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は活発な質問が出され、有意義な技術の研鑽の場となりました。研修は農繁期

を除き毎月１回開催する予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田んぼの学校『生き物調査』を開催しました。 

 
【農村整備部】 

子供達に「田んぼに生息する生き物に触れることにより、田んぼの周りの豊

かな生態系に気づき、農業の大切さを学んでもらう」ために、６月２７日（火）

に郡山市立高野小学校において、田んぼの生き物調査を開催しました。 

当日は、天候に恵まれ５年生全員の７名が参加し、５月に全校生徒で田植え

を行った水田とその周辺部において、生き物の調査を行いました。 

調査では、ドジョウや赤はら、イモリ、ヨシノボリ、エビ、アメリカザリガ

ニ等たくさんの種類の生き物を見つけることができ、子供達もビックリしてい

たようです。特に子供達に人気があったのはアメリカザリガニで、大きさを競

い合いながらあちらこちらで歓声を上げていました。 

捕まえた生き物については、「アクアマリンふくしま」の講師の方から、そ

の種類や元々の生息地、何故福島県に生息するようになったか等の解説が行わ

れ、子供達は真剣に話に聞き入っていました。 

子供達は、身近にいろいろな生き物が生息していることに関心を持ったよう

で、「今度は自分達で家の周りや近くの田んぼで生き物探しをやってみたい」

との意見も出されるなど、今年度の「生き物調査」も所定の目的を達成し無事

終了することができました。 

田植えした田んぼでの生き物調査状況     生き物調査終了後の記念撮影 
 
 

稲作塾の様子 
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「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン県産農産物ＰＲ（第１回）を
開催しました。 

【企画部】 

当キャンペーンは、県産農産物の美味しさや安全性をＰＲし、風評の払拭と

地産地消を推進するため、農林事務所主催により今年は４回実施します。 

第１回目のキャンペーンは、７月２日（日）、郡山市のヨークベニマル横塚

店において開催しました。 

当日は、梅雨空ではありましたが、雨に降られることもなく、来店された多

くの消費者へ県産農産物をＰＲし、簡単なアンケートに答えてくださった方に

抽選（くじ引き）でブルーベリーを差し上げました。 

三春町でブルーベリーを生産している山口与志勝さんをにゲストとして参加

していただき、ブルーベリーのおいしい食べ方や栽培方法などを説明していた

だき、生産者と消費者との交流を深めました。 

三春町の三春ダム（さくら湖）周辺には４軒のブルーベリー観光農園が営業し

ており、７～８月が最盛期だということです。一度、訪れてみてはいかがでし

ょうか。 

郡山市での県産農産物ＰＲキャンペーンの様子 

 
 

「平成２９年度県中地方ＧＡＰ研修会」を開催しました。 

 
【農業振興普及部】 

７月５日（水）、ビッグパレットふくしま（郡山市）において、福島さく

ら農業協同組合・夢みなみ農業協同組合との共催により｢平成２９年度県中地

方ＧＡＰ研修会｣を開催しました。 

２０２０年に開催される東京オリンピック・パラリンピックの食料調達基

準として第三者認証ＧＡＰの取得が求められており、風評払拭にも有効であ

ることから、取組拡大を図ることを目的に本研修会を開催しました。 

当日は、農業者や関係機関等をあわせ２０３名の参加がありました。 

研修会では｢ＧＡＰの役割と第三者認証の取得について｣と題し、株式会社

北海道有機認証センター・北海道ＧＡＰ認証センターの澤井潤子氏より講演

をいただいたほか、県担当者から支援措置について説明しました。 

第三者認証ＧＡＰの必要性について理解を深める有意義な研修会となりま

した。 
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主催者挨拶              講演の様子 

 
 

郡山農業普及推進懇談会を開催しました。 

 
【農業振興普及部】 

７月１１日（火）に湖南町のＪＡ福島さくら湖南東総合支店にて、平成２９

年度郡山農業普及推進懇談会を開催しました。 

郡山市指導農業士会、郡山市認定農業者協議会、県普及指導協力委員をはじ

め、郡山市、ＪＡ福島さくら郡山地区本部及び県関係機関が出席し、平成２９

年度普及指導計画や普及活動に対する意見や要望等を提案いただきました。 

また、普及事例として、ＪＡ福島さくら湖南夏秋とまと生産部会長の田崎氏

から部会の活動状況について、野菜担当普及員からは、茎葉の樹液の栄養状態

を見て施肥を判断する技術（樹液診断技術）等を駆使した栽培について紹介し

ました。その後、部会長の生産ほ場にて、栽培状況及び樹液診断手法を確認し、

適正に管理されたほ場の状況を視察しました。 

トマト栽培ほ場視察状況 

 
 

平成２９年度田村地方農業普及推進懇談会を開催しました。 

 
【田村農業普及所】 

農業者代表、普及指導協力委員、ＪＡ、市町等を構成員とした田村地方農業

普及推進懇談会を７月１９日（水）に開催しました。 

管内では、担い手不足、鳥獣被害の拡大、耕作放棄地の増加などが共通の課
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題となっていますが、その中でも都路町の営農再開地区で普及所が支援してい

る、花き（リンドウ）栽培と水田放牧の再開に向けた取組事例の視察を行いま

した。また、ピーマン生産振興に対する普及活動報告などを踏まえて、普及活

動に対する評価をいただくとともに意見交換を行いました。 

出席者からは「若い就農希望者だけでなく定年帰農者への働きかけ」や「土

地利用型作物の推進のための作物の絞り込み」、「ＧＡＰに関しての農家への

説明」が必要になっているといった意見が出されました。 

現地視察（水田放牧）の様子      懇談会（普及活動報告）の様子 
 
 

法人の「絆」で拓く！ふくしま未来農業創出事業の取組を支援しています。 

 
【田村農業普及所】 

田村市船引町の「株式会社ほりこしフォーライフ」において、今年度から県

の事業『「絆」で拓く！ふくしま未来農業創出事業』の取組が行われています。 
本事業は、中山間地域の生産組織が企業等と連携し、中山間地域の農業の新

たなビジネスモデルを創り、安定雇用を生み出すことを目的としています。 
当普及所では事業実施を支援するため、６月１５日（水）に事業主体である

農業法人、農機具メーカー、ＪＡ、大学、行政等を構成員とした協議会（コン

ソーシアム）を立ち上げました。  
また、事業で取り組んでいる先進的な技術を広く紹介するため、７月１９日

（水）に現地見学会を開催しました。 
見学会には地域の農業者や関係機関、団体等約４０名の参加があり、関心の

高さが窺えました。 

協議会の立ち上げ              現地見学会の様子 
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「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン県産農産物ＰＲ（第２回）を
開催しました。 

【企画部】 

７月３０日（日）、田村市のリオン・ドール船引店において、２回目の県産

農産物ＰＲイベントを実施しました。  

今回は、テーマ農産物をモモと夏野菜（トマト、きゅうり）とし、安心安全

のパネル展示とアンケート調査に答えてくださり、くじ引きで当たった方へ、

モモ、トマト、きゅうりをプレゼントしました。 

さらに、食育実践サポーターで野菜ソムリエの藤田浩志さんから消費者の方

に、おいしいモモの選び方・夏野菜のおいしい食べ方などのアドバイス等を行

っていただきました。 

モモは、抽選で当たった消費者の方に、直に選んで取ってもらったところ、

「どんなモモがおいしいのか」との質問が多くあり、藤田さんから「色が赤く、

表面に泡のような模様ができているもの」と教えていただき大変参考になった

ようでした。 

田村市での県産農産物ＰＲキャンペーンの様子 

 
 
第１回全国さるなし（こくわ）サミット in 玉川村が開催されました。 

 
【企画部】 

７月３０日（日）に、全国の「さるなし」生産者など関係者が玉川村に結集

し、第１回全国さるなし（こくわ）サミットが開催されました。全国さるなし・

こくわ連絡協議会の主催で約７００名が来場されました。 
サミットの目的は、「さるなし」の知名度向上や魅力を全国にＰＲしようと

玉川村が全国の産地に呼びかけたもので、地元の玉川村・南会津町のほか岩手

（軽米町）、山形（西川町・飯豊町）、新潟（三条市・十日町市）、長野（小

谷村）、岡山（新庄村）の各県から１２団体の関係者が参加し、ブースでは「さ

るなし（こくわ）」関連商品の展示･試食・販売が行われました。基調講演では、

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の有元佐賀惠准教授による「さるなしの健

康効果について」の中で、マウスにさるなし果汁を投与した実験で皮膚がんや

肺がんの予防効果が認められた研究成果が紹介されました。 
また、株式会社 山際食彩工房の代表取締役 山際博美氏による「さるなし

を使った６次化取組について」では、さるなしの特徴である香りが強く酸味と

熟すと甘味が増す食味に触れた講演が行われました。 
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会長（石森玉川村長）挨拶        展示・試食販売Ｒブースの様子 
 
 
お 知 ら せ 

 
 

石川地方グリーン・ツーリズム推進協議会（仮称）の会員を募集しています。 

 
【企画部】 

石川地方において、グリーン・ツーリズムを主体とした交流活動の輪を広げ

るため、グリーン・ツーリズムを実践している方や興味のある方、関係者から

なる石川地方グリーン・ツーリズム推進協議会（仮称）を設立することといた

しました。 

協議会では、グリーン・ツーリズムに関する各種情報共有や会員相互の情報

交換の場として交流を深め、石川地方のグリーン・ツーリズムを推進していく

こととしております。 

石川地方において、グリーン・ツーリズム（農林業体験の受入れ、農山村の

交流、農家民宿など）に関心をお持ちの方がおられましたら、県中農林事務所

企画部地域農林企画課（ＴＥＬ０２４－９３５－１５１０）までお問い合わせ

願います。 

 

 
「おいしい ふくしま いただきます！」プレゼントキャンペーンを実施していま 
す。 

【企画部】 

県産農林水産物のおいしさや安全性を再確認していただき、風評払拭と地産

地消を推進する、「おいしい ふくしま いただきます！」プレゼントキャンペ

ーンを実施しています。 

県中管内の「がんばろう ふくしま！応援店」に登録いただいている直売所に

おいて、お買い物された方を対象に、抽選で県中地域特産品等をプレゼントし

ますので、奮ってご応募ください。 

【期間】 

第１回 平成２９年６月１日（水）～平成２９年８月３１日（木） 

（※当日消印有効） 

第２回 平成２９年９月１日（金）～平成２９年１１月３０日（木） 

（※当日消印有効） 

 



9 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



10 

 

 
 

お問い合わせ先 

福島県県中農林事務所 企画部 地域農林企画課 

〒963-8540 福島県郡山市麓山一丁目１番１号 

ＴＥＬ（024）935-1510 ＦＡＸ（024）935-1314 

ホームページ  http//www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36230a/ 

メールアドレス kikaku.af02@pref.fukushima.lg.jp 


